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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜患者様連絡事項＞

· 久慈　邦夫様～9/18・10:00～17:00自宅への外出希望あり。主治医へ確認、許可となっ

ています。自宅の鍵は医事へ預けているとのこと。明日鍵を使用する旨は、医事Tへ連絡済です。

· 柳杭田　かつ子様～秋祭りでの嗜好品摂取カロリーは320Kcalとなっています。うみね

こ工房へパンのカロリーを確認し、小さめのパン2個であれば購入は可能とのこと。当日誘導についたスタッフは買いすぎの無いようお願いします。

· 上村　政寿様～家族勉強会実施にあたり、御家族の参加が難しい為職場上司の参加可否

を確認していましたが、勉強会への参加は遠慮したいとのこと。

勉強会の実施は行わないことになりまし。

A.Aについては来週よりスタッフ付き添い（単独外出は不可）で田面木への参加となります。

· 中里　善恵様～9/21・10:00～家族面談実施予定です。月曜日主治医へ連絡、確認して

ください。

· 宮本　建蔵様～妹様（盛岡在住）より9/22・15:00～9/24・15:00の外泊希望の電話あり、

保護者の小野寺様へ電話連絡し了解されています。主治医へ確認、許可となっています。

· 新井　圭次様～9/23・11:30（昼無し）～9/24・15:00の外泊希望あり。主治医へ確認、

許可となっています。

· 袴田　将志様～本日16:30～家族面談実施しています。

　　　　　　　　現在の病状について、表情の変化等乏しい面もあるが病棟内での交流が出てきたことや夜間の睡眠が安定してきたことを伝えています。

　　　　　　　　本人は北病棟への移棟を希望しているが、父様はまだ退院というよりはゆっくり療養を続けて欲しいと話している。主治医より、当面は西病棟で治療していくことを父様へ伝えています。

　　　　　　　　秋祭りについては本人へ祖父に会わないことを約束し、父様より参加の許可を頂いています。

＜疾病教室進行状況確認＞

8月は下記の6名実施しています。

· 宮本　建蔵様～問題無く終了。

· 小笠原　禮子様～理解不十分であり、再実施でも理解は難しいとの判断にて終了。

· 山田　隆雄様～理解不十分にて再実施予定。

· 中森　みや子様～理解は出来ているが、病状がよくなったら服薬しないと話しており、

　　　　　　　　　薬に関する項目のみ再実施予定。

· 木村　忠史様～集団での勉強会は難しい為個別で実施、終了。

· 津嶋　イチ子様～生活習慣改善プログラムへ参加の為、今月実施出来ず。来月実施予定。

9月は以下の6名実施となります。

沢田　三朗様、出河　攻様、田端　テル様、久慈　邦夫様、佐々木　淳様

金沢　洋子様、林　田鶴子様

※外山　尚武様、佐々木　康子様、坂本　のり子様は9月導入予定でしたが、導入モジュールにて評価検討した結果、実施は見送ることとなっています。

＜川端Drケース評価・検討＞

· 上村　政寿様～血液検査にて尿酸値が高値である為、ザイロリック（痛風治療剤）

［100］　1T　1×朝　7日分臨時処方となっています。

痛風の痛みの有無に注意し観察していきましょう。

最近孤独感を感じている発言聞かれており不安定な状態である為、所在確認等行いながら、訴えがあった際は傾聴していきましょう。

· 中里　善恵様～自宅へ戻った際、家事や育児は出来ると思うと本人話されています。

主治医より1泊外泊し様子を見て退院を考えていくことを本人へ説明しています。

今後について家族面談実施することとなり御家族へ連絡し、実施可能日確認。9/21・10:00実施予定となっています。

· 間木　静子様～朝から昼にかけての歩行、午前の表情の冴えなさや気分の落ち込み見

られていることから、アモキサン（精神神経用剤）[25]　2C（1-0-0-1）追加処方となっています。尿閉、便秘、口渇、血圧低下の副作用に注意し観察していきましょう。

· 梅木　奏利様～大学の処分についての話し合いの為、本日17:30～9/18・18:30の外泊予

定となっています。帰院後は行動や言動に注意し観察していきましょう。

処分の結果次第ですが、復学となった際はしばらく休養してからの退院、停学となった際は、停学期間にあわせての入院の方向で考えていると主治医より話があります。

心理検査の結果、アスペルガ－障害に近い広汎性発達障害との結果が出ています。曖昧な表現では無く、はっきりとした表現で伝えるように接してください。

今後家族同伴の外出は可、面会時等急遽の外出となった際も主治医不在時は事後報告で良いとのことです。

　　

